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１．はじめに

　今、IoT（Internet of Things）、AI（Artificial 

Intelligence）およびWeb3の進展によって第４

次産業革命が起ころうとしている。というより、

OpenAI社のChatGPT（生成AI）の実用性をみる

限り、第４次産業革命まっただ中と言わざるを得

ない。産業が変革すれば、当然ながらマネジメン

トやそのための会計である管理会計は変わる。特

に、業務的意思決定に相当する自動運転が大きく

進化したように、第４次産業革命の中心にある

AIは管理会計やマネジメントを大きく変革させ

るものと予想される。

　ところが、企業実務の経営管理や管理会計をみ

る限り、いまだに伝統的なマネジメントが職人芸

的（属人的）に維持されていることが少なくない。

過去のまま変わらず伝統を守っているという点で

は、管理会計研究の面でも同様である。例えば、

半世紀以上前からある伝統的原価計算や30年以

上前からあるABC（Activity-Based Costing）や
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　AIと管理会計の関係性に焦点を当て、AIの適用が管理会計の進化と革新にどのように貢献できるのかについて
探求する。管理会計体系に基づいてAIが管理会計にもたらす効果と課題を理論と実務の両面から研究して明らか
にする。AIは管理会計を進化させ、マネジメントを変革する可能性がある。本稿を通じてAIと管理会計やマネジ
メントの関係性を深く理解し、経営者や管理会計担当者がAIを戦略的かつ効果的に活用するための指針を提供す
る。
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